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社協だより

大田市社協Ｆｂ大田市社協ＨＰ

「気軽に出かける場がほしい」「誰かと話しがしたい」
「いろいろな体験をしてみたい」など…　そんなことを感じておられる方へ

「こねくと」は、参加される方にとっての居場所づくりや
社会関係づくりなどを目指した“どなたでも”参加できる場です。

社会とのつながり応援事業

開催日：毎週金曜 10：00～11：30（祝日除く）
　　　    ※ご相談はいつでもお受けしています。
場　所：大田市民センター（１階）機能訓練室

・お茶やコーヒーを飲みながらお話ししたり…

・ゲームをして遊んだり…

・創作活動（モノづくり）をしたり…

・お散歩をしてリフレッシュ…

・その他「やりたいこと」「やってみたいこと」

こんなことをやっています（例えば…）

※「こねくと」への参加の仕方はさまざまです。
　参加時間、頻度、プログラム内容など、
　ご自身に合わせた参加の方法を一緒に考えます！

詳しく知りたい方！
まずはお問い合わせください！

夏物古着バザー夏物古着バザー
５月３１日(日)～６月１日(月)

【回収する衣類】
大人用の夏物（洗濯済み）肌着等は未使用品

【回収しない衣類】
スーツ、汚れ・寄れ・ほつれなどのあるもの

9：00～17：00
大田市民センター１階和室
どなたでもお越しください！

全て無料です！

おひとり５品まで
５月11日～15日の間に社会福祉協議会

  （本所・各支所）までお持込みください！

＼バザーで提供する古着を募集します／

詳しくはこちら→
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事
業
計
画
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業
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社協だより 第123号 2026.4

令和
8年度

　【
情
勢
認
識
】

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
過
疎
化
等

の
社
会
課
題
は
、
本
市
の
よ
う
な
地
方
都
市
に
お

い
て
は
従
来
の
予
想
を
上
回
る
速
さ
で
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
単
身
世
帯
の
増
加
及

び
地
域
に
お
け
る
つ
な
が
り
の
希
薄
化
と
関
係
し

て
お
り
、
さ
ら
に
昨
今
の
物
価
高
騰
等
に
伴
う
経

済
状
況
の
変
化
も
あ
り
、
生
活
困
窮
や
子
ど
も
の

貧
困
、ひ
き
こ
も
り
、孤
独
死
、自
死
等
、個
人
・

世
帯
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
は
多
様
化
・
複
雑
化

し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
高
齢
者
人
口
が
す
で
に
人
口
の
４
割

を
超
え
て
お
り
、一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、認
知
症
高

齢
者
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
多
様
な
支
え
合
い
に

よ
る
支
援
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
家
族
・
親
族
等
が
担
っ
て
き
た
と
考
え

ら
れ
る
日
常
生
活
支
援
や
、
入
院
・
入
所
等
の
手

続
支
援
、死
後
事
務
支
援
な
ど
は
、頼
れ
る
身
寄
り

の
い
な
い
高
齢
者
等
に
と
っ
て
は
、
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
頼
れ
る
身
寄
り

の
い
な
い
高
齢
者
等
の
問
題
は
、
既
存
の
制
度
や

支
援
体
制
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が
困
難
で
す
。

　
ま
た
、「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」
を
教
訓

に
、
高
齢
化
の
進
ん
だ
過
疎
地
で
大
規
模
災
害
が

起
こ
っ
た
場
合
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、障
が
い

者
、子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
な
ど
、災
害
時
要
配
慮

者
へ
の
支
援
体
制
の
不
足
や
、
仮
設
住
宅
で
の
孤

立
に
い
た
る
課
題
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
等
の
変
化
や
多
様
化
・

複
雑
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
て
い
く
た
め

に
は
、引
き
続
き
、「
誰
も
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

な
く
地
域
で
支
え
合
う
社
会
」
を
目
指
す
地
域
共

生
社
会
の
理
念
を
中
心
に
据
え
、「
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
」
が
65
歳
以
上
と
な
り
高
齢
者
人
口
が
最
大

化
す
る
一
方
で
生
産
年
齢
人
口（
15
〜
64
歳
）が
急

減
す
る
2
0
4
0
年
に
向
け
て
、
福
祉
分
野
を
超

え
た
連
携
や
地
域
と
の
協
働
を
進
め
、
包
括
的
な

支
援
体
制
の
整
備
を
通
じ
た
地
域
共
生
社
会
の
さ

ら
な
る
実
現
・
深
化
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
本
会
は
、大
田
市
と
連
携
し
て
、誰
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活

を
最
後
ま
で
送
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
包
括
的・継
続

的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」の
受
託
運
営
等
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、今
後
は
さ
ら
に
頼
れ
る
身
寄
り

の
い
な
い
高
齢
者
等
が
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し

た
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
新
た
な
生
活
支
援
サ

ポ
ー
ト
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
と
課
題
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、

令
和
７
年
度
を
始
期
と
す
る
「
第
４
次
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
に
お
い
て
定
め
た
基
本
理
念
『
だ
れ

も
が
住
み
よ
い
「
暮
ら
し
」
を
つ
く
る
』
に
基
づ

き
、
こ
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
行
政
、

民
間
事
業
所
、
地
域
組
織
・
団
体
、
住
民
等
と
の

連
携
・
協
働
を
強
化
し
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
を

着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　【
基
本
理
念
】

 
『
だ
れ
も
が
住
み
よ
い「
暮
ら
し
」を
つ
く
る
』

　【
基
本
方
針
】

１　
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
推
進

　
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

住
民
相
互
の
つ
な
が
り
や
支
え
あ
い
意
識
の
醸
成

な
ど
”人
づ
く
り
“が
重
要
で
す
。
様
々
な
住
民
が

互
い
を
尊
重
し
、
地
域
で
共
に
生
き
る
力
を
育
む

福
祉
教
育
の
取
り
組
み
を
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
て
推
進
す
る
と
と
も
に
、地
域
福
祉
活
動
の
基
盤

と
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
、地

域
で
の
居
場
所
づ
く
り
や
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
の
”地
域
づ
く
り
“を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
民
間
企
業
や
社
会
福
祉
法
人
等
と
の
協

働
に
よ
り
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
地
域
生
活
課

題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２　
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築

 

「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
分
野
や

属
性
な
ど
で
分
け
ず
、全
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
、

生
き
が
い
を
持
ち
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
包
括
的
支
援
体

制
の
構
築
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
住
民
や
関
係
機
関
を
始
め
と
す
る

多
様
な
主
体
の
連
携・協
力
に
よ
る
、様
々
な
地
域

生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
と
し
て

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」に
取
り
組
み
ま
す
。

３　
権
利
擁
護
の
取
組
み
と
認
知
症
施
策
の
充
実

　
こ
ど
も
が
将
来
に
わ
た
っ
て
幸
福
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、認
知
機
能
の
低
下
や

障
が
い
が
あ
っ
て
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
、自
ら
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
自
己
実
現

で
き
る
よ
う
権
利
擁
護
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人

の
虐
待
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

４　
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
何
ら
か
の
理
由
で
犯
罪
を
し
た
人
が
き
ち
ん
と

更
生
で
き
る
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
様
々
な
社
会
的
な
要
因
か
ら
自
死
に
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
の
な
い
地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
居
確
保
要
配
慮
者
へ
の
支
援
や
買

物
・
通
院
な
ど
の
移
動
手
段
の
確
保
は
、
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
の
生
活
の
基
本
で
あ
り
、
支
援
を

必
要
と
す
る
方
へ
の
住
ま
い
や
移
動
手
段
の
確

保
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
30
年
４
月
に
発
生
し
た
島
根
県

西
部
地
震
の
経
験
も
踏
ま
え
、
非
常
時
に
備
え
た

平
常
時
に
お
け
る
連
携
・
協
働
の
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

【
経
営
方
針
】

（１）
適
切
な
法
人
経
営

　
○
理
事
会
、
評
議
員
会
、
監
査
会
、
評
議
員
選

　
　
任
・
解
任
委
員
会
の
開
催

　
○
苦
情
解
決
の
た
め
の
第
三
者
委
員
の
設
置

　
○
リ
ス
ク
管
理
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す

　
　
る
管
理
体
制
の
整
備

　
○
財
務
運
営
・
管
理

　
○
働
き
方
改
革
の
推
進
等
の
労
務
管
理

　
○
所
轄
庁
へ
の
届
出
や
対
外
的
な
法
的
対
応

　
○
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
検
証
・
見
直
し

（２）
情
報
の
発
信

　
○
社
協
だ
よ
り
の
発
行

　
○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
活
動
紹
介
・
情
報
提
供

　
○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
の
発
信

　
○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
広
報
媒
体
の
活
用

（３）
財
源
の
確
保

　
○
会
員
制
度
の
周
知
と
会
員
拡
大

　
○
民
間
助
成
金
な
ど
の
積
極
的
活
用

（４）
そ
の
他

　
○
組
織
横
断
的
な
事
業
推
進
体
制
の
構
築

　
○
職
員
の
専
門
性
向
上
と
資
格
取
得
促
進

　
○
八
市
社
協
会
へ
の
参
画

　
○
大
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業　

　【
実
施
事
業
】

（１）
交
流
と
つ
な
が
り
に
よ
る
福
祉
教
育
・
人
づ
く

　
り
の
推
進
と
支
え
合
い
の
意
識
醸
成

　
○
様
々
な
主
体
・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

　
　
福
祉
教
育
（
ふ
く
し
共
育
）
の
推
進

　
○
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
（
障
が
い
に
つ
い
て
の

　
　
理
解
）
の
推
進

　
○
移
動
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
視
覚

　
　
障
が
い
者
移
動
介
助
）

　
○
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
○
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
○
福
祉
出
前
講
座

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
（
運
営
委
員
会
設
立
の
検
討
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
活
動
に
関
す
る
情
報
発
信
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
活
動
等
に
関
す
る
相
談
対
応
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ボ
ラ

　
　
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
へ
の
活
動
支
援
、
収
集
ボ

　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
そ
の
他
ボ
ラ
ン

　
　
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に
関
す
る
取
組
み
）

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
事
業

　
○
大
田
市
子
ど
も
食
堂
・
地
域
食
堂
交
流
会
の
開
催

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
関
す
る
手
続
き
事
務

　
○
民
間
助
成
事
業
等
に
関
す
る
情
報
提
供
及
び
申
請
支
援

　
○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
等
貸
出
事
業

　
○
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

（２）
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
地
区
社

　
協
な
ど
の
地
域
組
織
活
動
の
充
実
と
地
域
に
お

　
け
る
つ
な
が
り
や
居
場
所
づ
く
り
の
推
進

　
○
地
区
社
協
連
絡
会
議

　
○
地
区
社
協
活
動
支
援
事
業

　
○
福
祉
委
員
活
動
推
進
事
業

　
○
地
域
の
実
情
に
即
し
た
支
援
体
制
の
あ
り
方

　
　
に
関
す
る
協
議
・
検
討

　
○
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
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（３）社協だより 第123号 2026.4

令和８年度 資金収支予算

会費収入 9,398

貸付事業収入
1,437

受取利息配当金収入 180
その他の収入 287
積立預金取崩収入 17,771

介護保険
  事業収入
       31,660

前期末支払資金残高 4,548

負担金収入 1,046
事業収入 3,973

県社協受託金
15,828

貸付事業費支出
2,585

積立預金積立支出 15,000
その他の活動による支出 15,614 予備費 3,450

負担金支出 530

事業費支出
44,550

事務費支出
13,636

役員報酬・人件費支出
247,197

助成金支出 19,520

寄付金収入 5,000

大田市受託金
225,709

共同募金
配分金
5,939

大田市補助金
39,306

支　出　 362,082千円 （単位：千円）

収　入　 362,082千円 （単位：千円）

　
○
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
第
２
層
）

　
　
情
報
交
換
会
・
研
修
会

　
○
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

　
○
健
康・生
き
が
い
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
支
援

　
○
地
域
さ
さ
え
あ
い
活
動
応
援
助
成
事
業

　
○
食
を
起
点
と
し
た
つ
な
が
り
づ
く
り
事
業

　

 

「
こ
ね
く
と
食
堂
」

　
○
多
文
化
交
流
の
場
づ
く
り

（３）
民
間
企
業
や
社
会
福
祉
法
人
等
と
協
働
し
た
地

　
域
生
活
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進

　
○
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
く
連
携

　
○
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
推
進

　
○
地
域
福
祉
活
動
を
支
え
る
寄
附
活
動
の
推
進

（４）
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
人
権
施
策
の
推
進

　
○
役
職
員
の
人
権
研
修
の
実
施

　
○
大
田
市
多
文
化
共
生
推
進
計
画
の
推
進

（５）
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
自
立
に
向
け
た
生
活
支
援
の
充
実

　
○
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
お
だ
（
生
活
困

　
　
窮
者
相
談
窓
口
）

　
○
自
立
相
談
支
援
事
業

　
○
家
計
改
善
支
援
事
業

　
○
就
労
準
備
支
援
事
業

　
○
地
域
居
住
支
援
事
業 

新

　
○
シ
ェ
ル
タ
ー
事
業 

新

　
〇
生
活
福
祉
資
金
貸
付

　
〇
特
例
貸
付
の
借
受
人
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援

　
〇
民
生
融
金
貸
付
（
生
活
資
金
・
緊
急
現
金
）

　
○
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

　
〇
生
活
物
品
貸
出
事
業

　
○
学
生
服
等
活
用
事
業

（６）
重
層
的
な
支
援
体
制
の
整
備
（
大
田
市
重
層
的

　
支
援
体
制
整
備
事
業
実
施
計
画
）

　
〇
ふ
く
し
よ
ろ
ず
相
談（
総
合
的
な
相
談
窓
口
）

　
〇
司
法
書
士
相
談

　
〇
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談
会
（
パ
ソ
コ

　
　
ン
法
律
相
談
）

　
〇
関
西
大
学
法
科
大
学
院
出
張
法
律
相
談

　
○
多
機
関
協
働
事
業

　
（
大
田
市
地
域
福
祉
推
進
支
援
機
関
実
務
者
会

　
　
議
、
多
機
関
協
働
体
制
の
充
実
化
）

　
○
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
事
業

　
○
参
加
支
援
事
業

　
（
社
会
と
の
つ
な
が
り
応
援
事
業 「
こ
ね
く
と
」、　は
た

　
　
ら
く
き
っ
か
け
応
援
事
業「
こ
ね
く
と
ス
テ
ッ
プ
」）

　
○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
推
進
事
業

　
○
同
行
支
援
事
業

　
○
衣
類
ド
ラ
イ
ブ　

　
○
生
活
物
品
利
活
用
事
業「
こ
ね
く
と
ド
ラ
イ
ブ
」

　
○
高
齢
者
の
実
態
把
握

　
○
高
齢
者
等
の
総
合
相
談
窓
口
（
地
域
包
括
支

　
　
援
セ
ン
タ
ー
）　

　
○
地
域
ケ
ア
会
議
推
進
事
業
（
個
別
会
議
・
自

　
　
立
支
援
サ
ポ
ー
ト
会
議
）　

　
○
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

　
（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
勉
強
会
の
開
催
・
支
援
、

　
　
介
護
支
援
専
門
員
へ
の
支
援
、
他
機
関
連
携
）

　
○
介
護
予
防
支
援
・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
○
関
係
機
関
と
連
携
し
た
相
談
体
制
の
整
備
と

　
　
情
報
提
供

（７）
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
（
大
田
市
成
年
後

　
見
利
用
促
進
計
画
）

　
○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
、
日
常
的
金

　
　
銭
管
理
事
業
、書
類
等
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
、

　
　
生
活
支
援
員
研
修
会
の
開
催
、
関
係
機
関
と

　
　
の
連
携
に
よ
る
支
援
）

　
○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
か
ら
成
年
後
見
制

　
　
度
へ
の
移
行
連
携

　
○
法
人
後
見
事
業

　
○
法
人
後
見
運
営
委
員
会
の
開
催

　
○
大
田
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
（
運
営
委
員
会
の
開
催
、
相
談
支
援
機
能
の
充

　
　
実
、成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
、市
民
後
見

　
　
人・親
族
後
見
人
の
サ
ポ
ー
ト
、成
年
後
見
制

　
　
度・私
の
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
出
前
講
座
の
開
催
、

　
　
意
思
決
定
支
援
を
重
視
し
た
地
域
連
携
ネ
ッ

　
　
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
整
備
、中
核
機
関
の
運
営
）

（８）
認
知
症
施
策
の
推
進

　
○
介
護
予
防
教
室
及
び
介
護
予
防
普
及
啓
発　

　
○
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
・
運
営

　
○
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築

　
○
連
携
型
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

　
○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催

（９）
こ
ど
も
の
権
利
擁
護
の
推
進

　
○
子
育
て
世
帯
の
つ
な
が
り
づ
く
り
や
交
流
の

　
　
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

　
○
子
育
て
サ
ロ
ン
、サ
ー
ク
ル
等
へ
の
活
動
支
援

　
○
ふ
た
ご
親
子
交
流
事
業

　
○
子
育
て
支
援
団
体
連
絡
会
の
運
営

　
（
子
育
て
支
援
団
体
連
絡
会
、子
育
て
サ
ロ
ン
交
流
会
）

　
○
い
き
い
き
子
育
て・子
育
ち
助
成
事
業 

新

（10）
障
が
い
の
あ
る
人
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
）
の
権
利

　
擁
護
の
推
進

　
○
障
が
い
者
社
会
参
加
促
進
事
業

　
（
重
度
身
体
障
が
い
者
移
動
支
援
事
業
、ふ
れ
あ
い

　
　
交
流
事
業
、視
覚
障
が
い
者
の
集
い
、家
族
相
談

　
　
員
紹
介
事
業
、点
字
・
声
の
広
報
発
行
事
業
、手
話

　
　
奉
仕
員
養
成
事
業
、地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
）

　
○
福
祉
機
器
の
貸
し
出
し

（11）
虐
待
防
止
施
策
の
推
進

　
○
高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応

　
○
高
齢
者
虐
待
防
止
法
に
基
づ
く
事
案
対
応

　
○
高
齢
者
虐
待
専
門
職
チ
ー
ム
と
の
事
例
検
討

　
○
虐
待
防
止
研
修
会
の
開
催

（12）
再
犯
防
止
施
策
の
推
進（
地
方
再
犯
防
止
推
進
計
画
）

　
○
関
係
機
関
と
連
携
し
た
更
生
支
援 

（13）
社
会
的
取
り
組
み
に
よ
る
自
死
対
策
の
推
進

（14）
安
心
し
た
地
域
生
活
の
基
盤
と
な
る
環
境
の
整
備

　
○
物
品
貸
出
事
業

　
○
大
田
市
営
住
宅
入
居
に
お
け
る
緊
急
連
絡
人
届
出
支
援

　
○
緊
急
時
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
○
生
活
支
援
に
関
す
る
地
域
活
動
助
成
事
業

　
〇
頼
れ
る
身
寄
り
の
い
な
い
高
齢
者
等
へ
の
権

　
　
利
擁
護
支
援 

新

（15）
災
害
に
も
強
い
地
域
づ
く
り

　
○
災
害
支
援
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　
○
島
根
県
西
部
地
震
か
ら
８
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置・運
営
訓
練

　
○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
○
島
根
県
西
部
地
震
復
興
支
援
活
動
推
進
事
業

　
○
災
害
時
職
員
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

　
○
し
ま
ね
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
へ
の
職
員
の
登
録
及
び
派
遣

　
○
島
根
県
・
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
災
害
時

　
　
支
援
協
定
に
基
づ
く
被
災
者
支
援
活
動

　【
福
祉
団
体
等
事
務
局
の
受
託
】

　
○
大
田
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

　
○
大
田
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
○
日
本
赤
十
字
社
島
根
県
支
部
大
田
市
地
区

　
○
島
根
県
共
同
募
金
会
大
田
市
共
同
募
金
委
員
会

　
○
大
田
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会



地域包括支援センターでは、高齢者の方の人権、虐待等に関する相談対応を行って
います。些細なことでもお気軽にご相談ください。

大田市社会福祉協議会
大田市地域包括支援センター

　令和８年３月10日に大田市、大田市地域包括
支援センターが主催し、さかた社会福祉事務所
の阪田健嗣先生に講義いただき、虐待の早期発
見や適切な対応、日々の関わりの中での気づき
や対応のポイントについて学びました。支援の
大切さを改めて共有する機会となりました。
　これからも地域、関係機関の皆さまと連携し
ながら、誰もが安心して暮らせるまちづくりを
進めていきます。

住所：大田市大田町大田イ128番地 大田市民センター２階
電話：0854-83-7766　FAX：0854-83-7767　 　時間：月曜日～金曜日  ８時30分～17時15分

高齢者虐待防止研修会を開催しました

問い合わせ及び相談先

大田市地域包括支援センター

（４）社協だより 第123号 2026.4

　低所得世帯や障がい者世帯、高齢者世帯に対して、その世帯の自立を図ることを目的とした
貸付制度です。

福 祉 資 金 低所得世帯、障がい者世帯または高齢者世帯で、日常生活を送るうえで、
または自立生活に資するために、一時的に必要な経費を貸し付ける資金

緊急小口資金 緊急的かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に貸し付ける資金

教育支援資金 低所得世帯に対し、高等学校などへ就学するのに必要な経費を貸し付ける資金

不動産担保型
生 活 資 金

低所得の高齢者世帯に対し、一定の居住用不動産を担保として生活資金を
貸し付ける資金

失業などで日常生活に困難を抱えており、生活の立て直しのために継続的な
相談支援を行い、生活費などを貸し付ける資金総合支援資金

◆貸付限度額、貸付金利子、返済期間などは資金の種類により異なります。
◆資金別の要件や世帯収入の基準があります。また、他制度の利用が優先される場合があります。
◆事前相談では経済的自立を支援するため、世帯の家計状況等について詳しく伺います。
◆資金の種類により、借入相談～貸付が決定するまで約１ヶ月かかるとともに、審査結果によって
　は貸付できない場合があります。

生活福祉資金 貸付制度のご案内

問い合わせ先 大田市社会福祉協議会　電話：0854-82-0091



（５）社協だより 第123号 2026.4

大
田
市
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
社
会
福
祉
法
人
へ
の
寄
付
は
、
個
人
は
所
得
税
法
ま
た
は
租
税
特
別

　
措
置
法
寄
附
金
控
除
、法
人
は
法
人
税
法
上
の
損
金
算
入
が
出
来
ま
す

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
令
和
8
年
2
月
〜
令
和
8
年
3
月
受
付
分
順
不
同・敬
称
略
）

香
典
返
し
寄
付

大
田
　
稲
田
美
砂
子
　
髙
岡
　
　
譲

川
合
　
江
下
　
広
哉

山
口
　
桐
原
　
　
勝

波
根
　
福
間
　
　
勲
　
藤
原
　
和
子

久
手
　
田
原
　
哲
治
　
渡
邊
由
美
子

　
　
　
岸
　
　
秀
司

長
久
　
角
田
　
慎
司

五
十
猛
　
佐
藤
　
昭
二
　
林
　
　
隆
則

久
利
　
松
原
　
　
勝

水
上
　
郷
原
　
　
章

温
泉
津
　
平
田
　
健
太
　
熊
谷
　
喜
弘

仁
摩
　
岩
瀬
　
勝
敏
　
尾
川
　
信
治

　
　
　
渡
邊
　
芳
信
　
安
達
　
善
久

　
　
　
長
見
　
秀
隆

出
雲
市
　
楫
　
　
　
靖

東
京
都
　
阿
部
　
清
子

広
島
県
　
松
本
　
裕
文

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

大
田
　
宅
和
　
妙
子

温
泉
津
　
敬
願
寺

株
式
会
社
出
雲
村
田
製
作
所
イ
ワ
ミ
工
場

カ
ー
ブ
ス
島
根
大
田

大
田
市
役
所
の
皆
様

お
お
だ
ふ
れ
あ
い
会
館
ご
利
用
者

瑞
泉
寺
仏
教
婦
人
会

　
他
多
数
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

食
品
・
学
生
服
等
の
寄
贈

以
上
、
６
９
８
，０
０
０
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
古
切
手
、
プ
ル
タ
ブ
も

多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一般
寄
付

出
雲
市
　
島
根
中
央
信
用
金
庫

リ
ウ
マ
チ
友
の
会
　
こ
だ
ま
の
会

　皆さまのご厚志に心より御礼申し上げます。ご協力いただきました義援金は、
日本赤十字社を通じまして、被災地へお送りさせていただきます。
　引き続き各種国内災害義援金・海外救援金を受け付けておりますので、皆さま
の温かいご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

2件 59,443円

件数・金額

令和6年能登半島地震災害義援金

名　　称
日本赤十字社島根県支部大田市地区受付分 （令和8年3月31日現在）

義援金のご報告
およびお礼について

義援金のご報告
およびお礼について



社協だより 第123号 2026.4 社協だより 第123号 2026.4（７） （６）
お知らせ催し

募集情報局情報局情報局

　令和8年3月7日（土）8日（日）の2日間にわたり、恒例の
「福祉展（作品展示会）」を開催いたしました。展示準備の
最中、作品に魅了され、作業の手が進まない場面も・・・それほど皆様の作品のクオリティに
は毎年のことながら驚かされます。本会会員と何より福祉施設の皆様に沢山ご出展いただき、
お蔭様で賑やかに開催することができましたこと、御礼申し上げます。ご協力ありがとうご
ざいました。 

大田市シニアクラブ連合会

〝 〝ずっと つながる

〝 ホッと つたわる〝

〒694-0064 大田市大田町大田イ128番地
　　　　　ＴＥＬ０８５４－８４－０２６６
　　　　　ＦＡＸ０８５４－８２－９９６０
月曜日・木曜日 8：30～17：00（祝日休）

友
愛
奉仕 健
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【令和８年５月25日予定】

【県予選 令和８年６月８日予定】

「福祉展」「福祉展」

趣味を超えた
クオリティー（作品）
「福祉展」

「福祉大会」「福祉大会」

温泉津ブロック
仁摩ブロック

「福祉大会」

近年最も親しまれている
人気スポーツ

「グラウンドゴルフ大会」「グラウンドゴルフ大会」「グラウンドゴルフ大会」

人気急上昇
「スポ－ツ吹き矢」「スポ－ツ吹き矢」「スポ－ツ吹き矢」

島根発祥のスポーツ

　3月29日（日）湯里まちづくりセン
ター体育館で行われ、多くの参加者で
大いに盛り上がりました。また話に
花が咲き、いろいろな方との親睦を
深める大変良い機会になりました。

福祉大会福祉大会

芸能大会芸能大会
　令和8年2月6日（金）市民会館大ホールで大正琴・
詩吟・ダンス・踊り・銭太鼓・お芝居・カラオケ・
ダンス・踊りなど総勢90名の出演者で、今年も賑やかに開催いたしました。天気も良く、250
人以上のお客様に来場いただき、大盛況で幕を閉じることができました。

「ダイヤゾーン・
　　　 ボール大会」
「ダイヤゾーン・
　　　 ボール大会」
「ダイヤゾーン・
　　　 ボール大会」

チームで協力
「ボッチャ」「ボッチャ」「ボッチャ」

色んな種目で楽しもう
大田・温泉津・仁摩各ブロックで開催
「スポ－ツ大会」「スポ－ツ大会」「スポ－ツ大会」

催し沢
山!

楽しみ
満載!
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化

令和8年度年間行事

第８回各地区混合親睦
ダイヤゾーン・ボール大会
第８回各地区混合親睦
ダイヤゾーン・ボール大会

350点の作品を展示！251名の皆様に
ご来場いただき大盛況でした！

日頃の成果を魅せるとき
輝け❣ビッグステージ
「芸能大会」「芸能大会」「芸能大会」



大田市社会福祉協議会は福祉活動を中心に活動していますが、人権に関する活動も多くあります。「石見銀山遺跡と
その文化的景観」を世界遺産に登録したユネスコは「人類の平和と人権の尊重」をめざしています。

社協だより 第123号 2026.4（８）

大田市民センター４階
17：00～20：00（最終受付 19：30）

参加費
6/19（金）6/19（金）6/19（金）

子ども：無料 おとな：200円予約受付
開始日 6/8（月）予約受付

開始日

5/22（金）5/22（金）5/22（金）
5/11（月）

　　　　　　混雑を防ぐため事前申込制（食数限定、先着順）です。お名前、
参加人数、時間帯をお知らせください。予約は、電話（0854-82-0091）
または右記の公式 ＩＮＥからお願いします。

こねくと食堂からのお知らせこねくと食堂からのお知らせ地域ふれあい食堂地域ふれあい食堂地域ふれあい食堂

～想いの力を、救う力に。～５月は赤十字運動月間です

　島根中央信用金庫様より、本会が取り組む食を
通じたつながりづくりの場「こねくと食堂」の運
営に対してご寄付をいただきました。
　こねくと食堂は多様な世代がつながり交流する
場として、毎月１回、大田市民センターにおいて
開催しています。
　地域の皆様のご支援に心から感謝申し上げます。

５月・６月 開催のお知らせ

申　方法

令和８年度広報音訳ボランティア養成講座開催のお知らせ令和８年度広報音訳ボランティア養成講座開催のお知らせ令和８年度広報音訳ボランティア養成講座開催のお知らせ

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

定員
６名程度

申込み・
問合せ先 大田市社会福祉協議会地域福祉課（担当：大久保・島田幹・川村）　電話：0854-82-0091

　音訳とは、視覚障がい等により文字から情報を得ることが困難な方々のために、広報誌等の
内容を音声に換えて情報を提供する活動です。
　音訳についての学びを通して、文字による情報の入手が困難な方への理解を深め、音訳に
必要な知識や技術を習得することを目的として講座を開催します。
日　時：全６回（いずれも日曜日）　9：00～12：00
　　　　7月5日、7月12日、7月26日、8月9日、8月23日、8月30日
会　場：大田市民センター及び大田市民会館
対象者：音訳に興味があり、簡単なパソコン操作ができる方で、
　　　　講座修了後は音訳ボランティア活動に参加できる方。
受講料：1,400円程度（テキスト代として）　申込み締切：６月19日（金）

　音訳とは、視覚障がい等により文字から情報を得ることが困難な方々のために、広報誌等の
内容を音声に換えて情報を提供する活動です。
　音訳についての学びを通して、文字による情報の入手が困難な方への理解を深め、音訳に
必要な知識や技術を習得することを目的として講座を開催します。
日　時：全６回（いずれも日曜日）　9：00～12：00
　　　　7月5日、7月12日、7月26日、8月9日、8月23日、8月30日
会　場：大田市民センター及び大田市民会館
対象者：音訳に興味があり、簡単なパソコン操作ができる方で、
　　　　講座修了後は音訳ボランティア活動に参加できる方。
受講料：1,400円程度（テキスト代として）　申込み締切：６月19日（金）

　昨年度、日本赤十字社島根県支部大田市地区へ皆さまからお寄せいただいた会費総額は、
６，３２３，２９６円（一般６，０５５，２９６円・法人２６８，０００円）となりました。ご協力大変
ありがとうございました。
　日本赤十字社は、人道の精神に基づき、国内における災害救護、血液事業、医療活動、社会
福祉活動はもとより世界各地で人道支援活動を展開しています。大田市地区においても、
災害への見舞や義援・救援金の受付等、年間を通してさまざまな活動を行っております。
　どうか、一人でも多くの方に赤十字の社会的使命と公共性をご理解いただき、会員入会・
活動資金の募集にご協力賜りますよう
お願い申し上げます。


